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１．随意契約等の見直し計画

（１）　随意契約の見直し

平成２４年度において、締結した随意契約等について点検・見直しを行い、以下のとおり随意契約の

見直しを策定する。

今後、本計画に基づき、真にやむを得ないものを除き、速やかに一般競争入札等に移行することと

した。

（注１）見直し後の随意契約は真にやむを得ないもの。
（注２）金額は、それぞれ四捨五入しているため合計が一致しない場合がある。

（２）一者応札・一者応募の見直しについて

平成２４年度において競争性のある契約のうち一者応札・一者応募となった契約について、契約条件、

契約手続き等を見直す必要があるものが見受けられた。

今後の調達については、競争性のない随意契約の削減に加え、これら結果に留意しつつ、契約手続き

を進めることにより、一層の競争性の確保に努める。

（平成２４年度実績）

（注）上段（　％）は、競争性のある契約に対する割合を示す。
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２．随意契約等見直し計画の達成に向けた具体的取り組み
（１）契約監視委員会等による定期的な契約の点検の実施
①随意契約（少額、緊急性のあるものを除く。）は、その契約事由の妥当性を各委員会の審議を経て
実施するように努める。
②平成２４年度調達案件のうち前回一者応札及び前回落札率１００％の契約について「契約監視委員
会」の審査を実施し、改善を諮るように努める。
③内部統制の充実強化のため設置された「監査室」等により契約を重点項目として内部監査による点
検を実施するように努める。

（２）随意契約等の見直し
契約の相手方が特定されるものなど、真に随意契約によらざるを得ない場合を除き、原則、一般競争
入札を徹底する。

（３）一者応札・一者応募の見直し
①契約者以外の応募希望者に対して改善すべき事項等のアンケートを実施し、その改善に努める。
②入札参加条件には、特定の者に限定するような条件設定をしないように努める。


